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【部門区分】第７部門第３区分
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【手続補正書】
【提出日】平成28年11月4日(2016.11.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信の方法であって、
　ネットワークエンティティから送信時間間隔(TTI)の間に1つまたは複数のパケットデー
タユニット(PDU)を受信するステップであって、前記1つまたは複数のPDUは無線ベアラと
関連付けられる、ステップと、
　前記1つまたは複数のPDUから1つまたは複数の順序の狂ったPDUを決定するステップであ
って、前記TTIの間に受信された前記1つまたは複数のPDUが順序が狂っていることを決定
することに基づく、順序が狂ったことの表示を出力するステップを含む、ステップと、
　前記順序が狂ったことの表示に基づいて前記1つまたは複数の順序の狂ったPDUを再順序
付けするステップであって、前記1つまたは複数の順序の狂ったPDUは、前記TTI内で再順
序付けされる、ステップと、
　前記1つまたは複数の順序の狂ったPDUを再順序付けするステップの後にロールオーバト
リガを決定するステップであって、前記ロールオーバトリガが、前記1つまたは複数の再
順序付けされたPDUの1つまたは複数のシーケンス番号に少なくとも部分的に基づく、ステ
ップと、
　前記ロールオーバトリガを決定するステップに少なくとも部分的に基づいてロールオー
バカウンタ値をインクリメントするステップであって、前記ロールオーバカウンタ値が、
フレームインジケータおよび1つまたは複数のシーケンス番号に少なくとも部分的に基づ
く、ステップと、
　前記ロールオーバカウンタ値をインクリメントするステップに応答して、前記1つまた
は複数の再順序付けされたPDUを処理するステップと
を備える、方法。
【請求項２】
　前記1つまたは複数のPDUから前記1つまたは複数の順序の狂ったPDUを決定するステップ
が、
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　前記1つまたは複数のPDUの第1のPDUのシーケンス番号と前記1つまたは複数のPDUの第2
のPDUのシーケンス番号とを決定するステップであって、前記第2のPDUは前記TTIの間に前
記第1のPDUの後で受信される、ステップと、
　前記第2のPDUの前記シーケンス番号が前記第1のPDUの前記シーケンス番号より小さいと
決定するステップとを備える、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記1つまたは複数の順序の狂ったPDUを再順序付けするステップが、前記第1のPDUの前
記シーケンス番号と前記第2のPDUの前記シーケンス番号とを順次的な順序で再順序付けす
るステップを備える、請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　前記ロールオーバカウンタ値をインクリメントするステップが、前記フレームインジケ
ータをインクリメントするステップを備える、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記インジケータがハイパーフレーム番号インジケータ(HFNI)であり、前記1つまたは
複数のシーケンス番号が、1つまたは複数の無線リンク制御(RLC)シーケンス番号である、
請求項1に記載の方法。
【請求項６】
　前記1つまたは複数の再順序付けされたPDUの前記処理が、前記ロールオーバカウンタ値
に少なくとも部分的に基づいて、前記1つまたは複数の再順序付けされたPDUを処理するス
テップを備える、請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記1つまたは複数の順序の狂ったPDUを再順序付けするステップが、前記1つまたは複
数のPDUから1つまたは複数の順序の狂ったPDUを決定するステップの後で継続的に発生す
る、請求項1に記載の方法。
【請求項８】
　前記1つまたは複数の順序の狂ったPDUを再順序付けするステップが、前記TTIの間にす
べての順序の狂ったPDUを決定した後で発生する、請求項1に記載の方法。
【請求項９】
　前記1つまたは複数のPDUから前記1つまたは複数の順序の狂ったPDUを決定するステップ
が、無線リンク制御(RLC)レイヤエンティティにおいて発生する、請求項1に記載の方法。
【請求項１０】
　前記1つまたは複数のPDUが、1つまたは複数の無線リンク制御(RLC)非確認応答モード(U
M)PDUを備える、請求項1に記載の方法。
【請求項１１】
　非一時的コンピュータ可読記録媒体であって、
　ネットワークエンティティから送信時間間隔(TTI)の間に1つまたは複数のパケットデー
タユニット(PDU)を受信するためのコードであって、前記1つまたは複数のPDUは無線ベア
ラと関連付けられる、コードと、
　前記1つまたは複数のPDUから1つまたは複数の順序の狂ったPDUを決定するためのコード
であって、前記TTIの間に受信された前記1つまたは複数のPDUが順序が狂っていることを
決定することに基づく、順序が狂ったことの表示を出力するためのコードを含む、コード
と、
　前記順序が狂ったことの表示に基づいて前記1つまたは複数の順序の狂ったPDUを再順序
付けするためのコードであって、前記1つまたは複数の順序の狂ったPDUは、前記TTI内で
再順序付けされる、コードと、
　前記1つまたは複数の順序の狂ったPDUを再順序付けした後にロールオーバトリガを決定
するためのコードであって、前記ロールオーバトリガが、前記1つまたは複数の再順序付
けされたPDUの1つまたは複数のシーケンス番号に少なくとも部分的に基づく、コードと、
　前記ロールオーバトリガを決定することに少なくとも部分的に基づいてロールオーバカ
ウンタ値をインクリメントするためのコードであって、前記ロールオーバカウンタ値が、
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フレームインジケータおよび1つまたは複数のシーケンス番号に少なくとも部分的に基づ
く、コードと、
　前記ロールオーバカウンタ値をインクリメントすることに応答して、前記1つまたは複
数の再順序付けされたPDUを処理するためのコードと
を備える、通信のためのコンピュータ実行可能コードを記憶する、非一時的コンピュータ
可読記録媒体。
【請求項１２】
　通信のための装置であって、
　ネットワークエンティティから送信時間間隔(TTI)の間に1つまたは複数のパケットデー
タユニット(PDU)を受信するための手段であって、前記1つまたは複数のPDUは無線ベアラ
と関連付けられる、手段と、
　前記1つまたは複数のPDUから1つまたは複数の順序の狂ったPDUを決定するための手段で
あって、前記TTIの間に受信された前記1つまたは複数のPDUが順序が狂っていることを決
定することに基づく、順序が狂ったことの表示を出力する手段を含む、手段と、
　前記順序が狂ったことの表示に基づいて前記1つまたは複数の順序の狂ったPDUを再順序
付けするための手段であって、前記1つまたは複数の順序の狂ったPDUは、前記TTI内で再
順序付けされる、手段と、
　前記1つまたは複数の順序の狂ったPDUを再順序付けした後にロールオーバトリガを決定
するための手段であって、前記ロールオーバトリガが、前記1つまたは複数の再順序付け
されたPDUの1つまたは複数のシーケンス番号に少なくとも部分的に基づく、手段と、
　前記ロールオーバトリガを決定することに少なくとも部分的に基づいてロールオーバカ
ウンタ値をインクリメントするための手段であって、前記ロールオーバカウンタ値が、フ
レームインジケータおよび1つまたは複数のシーケンス番号に少なくとも部分的に基づく
、手段と、
　前記ロールオーバカウンタ値をインクリメントすることに応答して、前記1つまたは複
数の再順序付けされたPDUを処理するための手段と
を備える、装置。
【請求項１３】
　通信のための装置であって、
　実行可能命令を記憶するメモリと、
　前記メモリと通信しているプロセッサであって、
　　ネットワークエンティティから送信時間間隔(TTI)の間に1つまたは複数のパケットデ
ータユニット(PDU)を受信することであって、前記1つまたは複数のPDUは無線ベアラと関
連付けられる、受信することと、
　　前記1つまたは複数のPDUから1つまたは複数の順序の狂ったPDUを決定することであっ
て、前記プロセッサが、前記1つまたは複数の順序の狂ったPDUは、前記TTIの間に受信さ
れた前記1つまたは複数のPDUが順序が狂っていることを決定することに基づく、順序が狂
ったことの表示を出力するように構成されることを決定する、決定することと、
　　前記順序が狂ったことの表示に基づいて前記1つまたは複数の順序の狂ったPDUを再順
序付けすることであって、前記1つまたは複数の順序の狂ったPDUは、前記TTI内で再順序
付けされる、再順序付けすることと、
　前記1つまたは複数の順序の狂ったPDUを再順序付けした後にロールオーバトリガを決定
することであって、前記ロールオーバトリガが、前記1つまたは複数の再順序付けされたP
DUの1つまたは複数のシーケンス番号に少なくとも部分的に基づく、決定することと、
　前記ロールオーバトリガを決定することに少なくとも部分的に基づいてロールオーバカ
ウンタ値をインクリメントすることであって、前記ロールオーバカウンタ値が、フレーム
インジケータおよび1つまたは複数のシーケンス番号に少なくとも部分的に基づく、イン
クリメントすることと、
　　前記ロールオーバカウンタ値をインクリメントすることに応答して、前記1つまたは
複数の再順序付けされたPDUを処理することと
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　を行うために前記命令を実行するように構成されるプロセッサと
を備える、装置。
【請求項１４】
　前記1つまたは複数のPDUから前記1つまたは複数の順序の狂ったPDUを決定するための前
記命令がさらに、
　前記1つまたは複数のPDUの第1のPDUのシーケンス番号と前記1つまたは複数のPDUの第2
のPDUのシーケンス番号とを決定することであって、前記第2のPDUは前記TTIの間に前記第
1のPDUの後で受信される、決定することと、
　前記第2のPDUの前記シーケンス番号が前記第1のPDUの前記シーケンス番号より小さいと
決定することと
　を行うための命令を備える、請求項13に記載の装置。
【請求項１５】
　前記1つまたは複数の順序の狂ったPDUを再順序付けするための前記命令がさらに、前記
第1のPDUの前記シーケンス番号と前記第2のPDUの前記シーケンス番号とを順次的な順序で
再順序付けするための命令を備える、請求項14に記載の装置。
【請求項１６】
　前記ロールオーバカウンタ値をインクリメントするための前記命令がさらに、前記フレ
ームインジケータをインクリメントするための命令を備える、請求項14に記載の装置。
【請求項１７】
　前記インジケータがハイパーフレーム番号インジケータ(HFNI)であり、前記1つまたは
複数のシーケンス番号が、1つまたは複数の無線リンク制御(RLC)シーケンス番号である、
請求項14に記載の装置。
【請求項１８】
　前記1つまたは複数の再順序付けされたPDUを処理するための前記命令がさらに、前記ロ
ールオーバカウンタ値に少なくとも部分的に基づいて、前記1つまたは複数の再順序付け
されたPDUを処理するための命令を備える、請求項14に記載の装置。
【請求項１９】
　前記1つまたは複数の順序の狂ったPDUを再順序付けするための前記命令が、前記1つま
たは複数のPDUから1つまたは複数の順序の狂ったPDUを決定した後で継続的に発生する、
請求項13に記載の装置。
【請求項２０】
　前記1つまたは複数の順序の狂ったPDUを再順序付けするための前記命令が、前記TTIの
間にすべての順序の狂ったPDUを決定した後で発生する、請求項13に記載の装置。
【請求項２１】
　前記1つまたは複数のPDUから前記1つまたは複数の順序の狂ったPDUを決定するための前
記命令が、無線リンク制御(RLC)レイヤエンティティにおいて発生する、請求項13に記載
の装置。
【請求項２２】
　前記1つまたは複数のPDUが、1つまたは複数の無線リンク制御(RLC)非確認応答モード(U
M)PDUを備える、請求項13に記載の装置。
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